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様式２－２

人 人 人 人 人

人 人

HarerubaseKariyaグループホーム　奏

合計 人

人

人3

高次機能障害、失語症、右半身に麻痺あり

人

刈谷市半城土町大下馬100番地

人員配置

R6年１月度より、ショート夜勤を１名増員する
理由　：　夜に出歩く利用者及びエスケープの対策として一人増員させる
成果　：　利用者一人に対して支援者が一人という対応だったが、一人の利用者に対して二人で対応、または
　　　　　　二人の利用者に対して二人の支援者の対応となり、利用者を待たせる事なくスムーズな対応ができる。
課題  ：　日によって穏やかな日もあり、ショート夜勤の仕事量に差が出ている

5

6

7

人

人

人

常勤換算

常勤換算14 人

人

人

事業開始日

愛知県外

人

人

人

63

3

刈谷市

8 人

西三河地方

当該年度の入所者数
（合計）※１

日中活動サービスの
利用状況

（重複はそれぞれ記入）

うち、緊急利用者延べ数

2 人
就労継続支援

（A型）

市町村
知多
東海
東浦

5

短期入所の利用者
令和５年５月１日～令和６年１月３１日

※１

利用延べ数

豊田
安城
碧南
高浜

市町村 4

共同生活援助利用者
令和６年１月３１日時点

人17

0 人

自立訓練
（機能訓練）

人0

1

17

0

0

3

2

令和 5 年 5

6

10

人

人

40代

事業者名

事業者所在地

医療的ケアの必要な者

その他（車椅子利用等）

区分３

区分４

区分５

区分６

月

非該当

区分１

区分２

年齢構成 60歳以上

人

具体的に記入：

世話人

生活支援員

夜間支援
従事者

知的

総数

1 20代

主に日中GHで過ごす人数

30代

※１：初めて評価を受ける場合は、「事業開始日～今回評価を受ける日の前々月末」の情報を記入。２回目以降の評価を受ける場合は、
　　  「前回の評価を受けた月～今回評価を受ける日の前々月末」の情報を記入

障害支援区分

0

5

自立訓練
（生活訓練）

就労継続支援
（B型）

人0

人

支給決定
市町村

名古屋地方 尾張地方

人

0 　 市町村 0

当該年度の退所者数
（合計）※１

人生活介護

就労移行支援

　 市町村

2

8

人 主に日中GHで過ごす人数

0

人

人

0

1

7 20歳未満 0

強度行動障がいのある者

14 50代

主に日中GHで過ごす人数 6

人

難病等

総数 1

4

2

4

1

人 主に日中GHで過ごす人数 1

内訳
（重複はそれ
ぞれ記入）

運営に関する特
色、工夫、成果及

び課題等

11 人 常勤換算

主な障害種別利用者人数

3

人

精神

総数 7

人

人

身体

総数 人

人

人

人

人

日

基本情報
令和６年１月３１日時点

株式会社　TRINITYPARTNERS

名古屋市熱田区白鳥3-10-19

月 15 日
【評価日】 令和 6 年 3 月 15

日

定員

共同生活
援助 20 人

短期入所 2 人

事業所名

事業所所在地

事業所名

日中サービス支援型共同生活援助事業報告・評価シート　【令和 5 年度分】

【報告日】 令和 6 年 3

HarerubaseKariyaグループホーム　奏



□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

⑷ 利用者の健康管理
について、医療機
関との連携内容、
医師や看護師の訪
問の有無、頻度、
日々の健康管理の
方法について。

・毎朝バイタル測定/体調チェックを実施します。
・在宅クリニックと連携して体調不良の時は連絡し
  指示を受けて看護師が対応します。
・かかりつけ医のいる利用者様の体調不良時は担当
  医に事業所から連絡し、指示を受け対応します。
・薬の管理も、薬局から施設に届けて頂き、３名の
  看護師が、利用者ごとに毎食後の薬を専用箱に配
  薬しています。受診され薬を処方された際も看護
  師が薬を受け取り薬情を確認して配薬します。
・１日の看護師の配置は１名～３名で平均して２名
   です。
・外部のリハビリ、訪問看護と連携して情報交換を
  実施しています。（「訪問看護あやめ」
  「訪問看護きのめ」「刈谷訪看リハビリ」と連携）

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

2 支援の実施・質の
確保

⑴ 日中を住居内で過
ごす利用者に対し
て、個々のニーズ
や障害特性に配慮
した支援に努めて
いるか。また、利用
者が充実した地域
生活を送れるよう外
出や余暇活動等の
支援に努めている
か。

・基本的には個別支援計画に沿って支援を行っていま
　す。個別支援計画の作成の際や、担当者会議で課題
　に挙がった内容を盛り込み自立に向けての訓練とし
　生活で必要な掃除洗濯等の個別支援をしています。
・余暇活動では以前病院で作業療法として実施してい
　たプログラムをレクチャーしてもらい(絵合わせ
  等）取り組んでいただくことや、生活介護にて実施
  していることを事業所でも取り組んでいただいた
  りしています。
・生活介護等が休みの日には、移動支援や行動援護の
　他サービスを相談員へ提案し、外出を楽しんでいた
　だいています。
・他は部屋でTVを見たり漫画を読んだりして自分に合
　った一人の時間を過ごす方もみえます。
・移動支援等がない日や急なご希望があるときは支援
　者が寄り添って一緒に買い物に出かけます。(2名)
  お一人で出かけられる方は自由に外出します(2名)
・毎月、レクリエーションを実施しておりその月に合
　わせた行事を行っています。

⑶ 利用者が日常生活
において必要な行
政手続きや、利用
者の同意を得て行
う場合の金銭管理
等の手法につい
て。

金銭管理に係るマニュアルを作成し対応しています。
　例えば、以下のとおりです。
・必要な行政手続きは利用者様本人と相談、納得の
　上、同行及び個人(ご家族)手続き実施しています。
  必要に応じて市役所窓口まで同行します。
・金銭管理は、利用者様の相談員と本人が納得のもと
  事務所の鍵の掛かるキャビネットで管理を行い必要
　な時必要なお金を渡しています。また、使用後は
　レシートと残金を事務所に持ってきて頂き、現金
　出納帳を記入し本人と確認しています。

⑸ 職員の質の向上に
努めているか。（研
修の実施、資格の
取得等）
また、常時の支援
体制の確保に努め
ているか。（職員採
用、離職防止策等）

実施した研修名等（入職時研修含む）
・刈谷病院垣田院長にご登壇いただき特別講義とし
  て「精神障害の理解」研修（15）名
・障害者虐待の研修（19）名
・急変時の対応研修（19）名
　他２つの研修を実施（合わせて　29名参加）
その他の取り組み
・各種外部研修へ参加（合わせて　20名参加）
・離職防止対策として、職員と定期的に面談を行う
  ことで、職員の悩みや不安等の解消、職場環境の
  改善に努めています。
・入職前にイメージの相違が生じないように職場見
  学をしていただいています。利用者/スタッフとの
  顔合わせや支援している様子を見ていただきます。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

⑵ 利用者への支援の
ために、特定相談
支援事業所や他の
福祉サービス事業
者と綿密な連携、
情報把握に努めて
いるか。

相談支援事業所との定期的な連絡・意見交換をしてい
ます。
・利用者の病状の変化やトラブルがあった時、相談支
　援員へ報告/相談を電話でさせて頂いてます。
・体験入居から本入居に至るまでに日中活動先/ご両
　親・相談員と数回オンライン会議や対面での担当者
　会議を行います。薬の調整やその後の行動記録を
　データ化し入居に向けての検討会を必要に応じて実
　施します。
・入居やショートのご利用時にも普段どのように支援
　を受けられているかを知るためにGHや生活介護に協
　力いただき、インテーク時とは別にサビ管以外の支
　援員が日頃の様子を観察及びレクチャーを受けるよ
　うにしています。
・他の障害福祉サービス事業所と連携を図るため、３
　月１４日に予定されている合同部会への参加を予定
　しています。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

事業所名

項目 評価の観点
【事業所記入欄】
具体的な内容

【自立支援協議会記入欄】
要望・助言・評価

HarerubaseKariya グループホーム　奏

1 常時の支援体制の
確保

⑴ 日中、夜間、土日
含めた常時の支援
体制が確保されて
いるか。

・１階が男性専用、２階が女性専用のフロアになって
　おり、１階、２階とも職員を早番、日勤、遅番、
　夜勤の勤務体制で配置しています。
・日中については、各階２名以上ずつ職員を配置し
　支援しています。
・夜勤は各階１名ずつ職員を配置し、支援しています
　が、令和６年１月より夜勤者１名を追加し、全体で
　３名体制で支援しています。
・日中は事務所にも、必ず１人以上おり、来客、電話
　対応、事務作業等行っておりますが、必要に応じ
　現場対応も行います。



□意見・要望あり（余白に記入）

本書のとおり評価いたします。　　　 委員氏名

6 その他、事業所か
らの報告事項

⑴ 運営内容での特徴
や成果

・毎週月曜日の9:00～10:00で運営会を開催して今
　週のスケジュールの確認を実施しています。また
　支援の統一性の見直しや、個別支援会議を行い、
　支援の問題点を共有し改善策を話し合う場を設け
　ています。
・安城特別支援学校のスクールバス待機場として、
　令和５年３月～令和６年３月まで施設駐車場をご
　家族駐車場として貸し出しています。
・法人内にて各事業所での研究発表を開催予定です。
　　（令和７年２月発表会）
・職員のスキルアップを図ることにより、強度行動
　障害の利用者や身体障害の方の受け入れも視野に
　入れています。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

⑵ 課題（運営資金、人
材確保、人材育成
等運営に関して抱
えている課題）

・人材確保、育成において、例えば利用者支援にお
　いて、入社時のイメージとの違い（特に強度行動
　障害や強い精神症状の利用者様の支援）から、
　入社後間もなく退職してしまう方もいます。
　そのため、入社時には、丁寧な業務内容の説明や
　職場見学、勤務の体験に必ず来てもらうなど、
　離職対策に努めています。
・新人スタッフの育成にあたり、日勤等を経験して
　利用者様の特徴や仕事の流れを理解してから、
　夜勤業務等、業務の幅広げることで、スキルアッ
　プ及び支援の質の確保に努めています。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

7 その他 （協議会委員用）
１～６の項目以外でご
意見がありましたら、
ご記入ください。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

4 短期入所について ⑴ 地域で生活する障
害者の緊急一時的
な宿泊の場として、
緊急受け入れを含
め、積極的な受け
入れに取り組んだ
か。

・みよし市より障害者虐待による保護として中学生を
　１名保護（３泊４日）
・安城市役所の職員より緊急宿泊の問い合わせを受
  け、安城市役所の前で倒れている１０代の男性を
  １名保護
・安城市より障害者虐待による保護として１０代の
　女性を１名保護（本人による110番通報）

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり(理由を記入）

□意見・要望あり（余白に記入）

5 障害者自立支援協
議会からの評価結
果への対応につい
て

⑴ 障害者自立支援協
議会からの評価結
果を事業運営にど
のように取り入れた
か。

・地域との交流はオープン当初は中々計画通りに進
　みませんでしたが、町内会に入り、回覧板等で
　地域の情報を把握し、班長さんとも電話連絡を取
　り合っています。取り組みはこれからになります
　が今年は計画通りに実施します。
・入居者の障害区分は３以上、年齢制限は二十歳以上
　とさせていただいてます。
・看取りや重度化に関する支援体制については施設
　看護師３名、訪問診療にて24時間体制にて対応して
　いきます。緊急時は主治医より救急搬送先の確保を
　していただけます。

3 地域に開かれた運
営

⑴ 家族や地域住民と
の交流の機会の確
保に努めているか。

・レクリエーションとして、利用者様のご家族を招
  いて、夏祭りを施設で実施しました。その時、
  ご家族と一緒にビニールプールで水遊びをしたり
  食事は屋台風に作って提供しました。かき氷、
  スイカ、ジュース、カレー等を食べて楽しい
  ひとときを過ごしました。
・地域住民との交流の機会の確保のため地域のイベ
  ント等への参加について以下の通り予定しています
　半城土の町内会へ入会（入会済）、防災訓練（春
　頃）ごみ清掃、夏の川遊び、公民館でのイベント
　等、各行事への参加希望を班長へ申込済み。

事業所名 HarerubaseKariya グループホーム　奏

項目 評価の観点
【事業所記入欄】
具体的な内容

【自立支援協議会記入欄】
要望・助言・評価












